
こどもたちの「食」を支援するために。

【子供の未来応援フォーラム in 東京】

2019.12.18

株式会社office 3.11代表取締役
食品ロス問題ジャーナリスト

井出 留美
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全国約77のフードバンクの年間取り扱い量は、3,538トン～4,120トン。
これは、食品ロス量全体の0.06%に過ぎない。欧米に比べて、食の安全性
を非常に考慮する日本の性質が如実に現れていると言える。
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Q．企業が子供食堂やフードバンクに

商品を提供する際に「ブランドの向上／

リスク」「賞味期限」「物流コスト」など、

さまざまな障壁をどう乗り越えていけば

よいか？
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Q．フードバンクの広報の活動から、

団体が企業との連携を進めるうえで

必要なことは（情報発信など）？
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